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罫
 第
　
回
教
研
集
会
・
中
央
執
行
委
員
会
 

28

　
 緊
急
ア
ピ
ー
ル
「
職
場
の
大
切
な
仲
間
の
『
使

　
 い
捨
て
』
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
に
、
教
職
員

　
 の
幅
広
い
連
帯
で
立
ち
上
が
ろ
う
」

罫
 第
　
回
教
研
集
会
・
学
習
会
「
有
期
雇
用
教
職

28

　
 員
の
無
期
雇
用
転
換
と
雇
止
め
の
法
律
問
題
」

　
 講
師
：
早
田
由
布
子
全
大
教
顧
問
弁
護
士

罫
 第
　
回
全
大
教
女
性
部
総
会
開
催
報
告

24

茎
 第
　
回
教
研
集
会
・
記
念
講
演

28

　「
新
し
い
階
級
社
会
の
出
現
と
高
等
教
育
の
課
題
」

　
 講
師
：
橋
本
健
二
 早
稲
田
大
学
教
授

茎
 第
　
回
教
研
集
会
・
A
分
科
会「
主
に
テ
ー
マ
別
」

28

荊
 第
　
回
教
研
集
会
・
B
分
科
会「
主
に
職
種
別
」、

28

　
 C
分
科
会「
自
由
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

教
育
大
学
）
、
佐
藤
さ
ん
（
名
古
屋
大
学
）

か
ら
集
会
に
参
加
し
て
の
感
想
と
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
村
井
中
央
執
行
副
委
員
長
か
ら
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
全
体
で
1
7
0
人
以
上

の
参
加
を
も
っ
て
集
会
が
成
功
裏
に
終
了
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
大
教
は
お
も
に
財
政
的
な
理
由
か
ら
、

教
研
集
会
の
隔
年
開
催
を
大
会
で
決
定
し
て

お
り
、
次
回
は
2
0
1
8
年
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
毎
年
開
催
の
最
後
の
年
、
非
常
に
充

実
し
た
集
会
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深

い
こ
と
で
す
。

る
基
調
報
告
。

　
そ
の
後
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
討
議
が
始

ま
り
ま
し
た
。
分
科
会
前
半
（
初
日
～
二
日

目
午
前
）
は
、
主
に
テ
ー
マ
別
の
A
分
科
会
。

【
Ａ
１
】
高
等
教
育
政
策

【
Ａ
2
】
特
色
あ
る
教
育
実
践
の
構
築
と

　
　
そ
の
運
営
体
制
の
維
持
に
関
す
る
課
題

【
Ａ
3
】
賃
金
・
労
働
条
件
問
題

【
Ａ
4
】
男
女
共
同
参
画

【
Ａ
5
】
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
問
題

【
Ａ
6
】
非
常
勤
職
員

　
二
日
目
お
昼
休
み
を
挟
ん
で
、
自
由
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
C
分
科
会
で
は
、

【
Ｃ
1
】
平
和
問
題
や
改
憲
問
題
に

　
　
　
   労
働
組
合
は
ど
う
関
わ
る
べ
き
か

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
間
帯
に
、

「
有
期
雇
用
教
職
員
の
無
期
雇
用
転
換
と
雇

止
め
の
法
律
問
題
」
が
全
大
教
顧
問
弁
護
士

の
早
田
由
布
子
先
生
を
講
師
に
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
二
日
目
午
後
～
最
終
日
午
前
に
か
け
て

は
、
主
に
職
種
別
の
B
分
科
会
。

【
Ｂ
1
】
組
合
の
拡
大
と
強
化

【
Ｂ
2
】
教
員
の
待
遇
・
労
働
条
件
と

　
　
　
　
教
育
研
究
環
境

【
Ｂ
3
】
事
務
職
員
 

　
　
　
　（
全
大
教
事
務
職
員
交
流
集
会
）

【
Ｂ
4
】
技
術
職
員
 

【
Ｂ
5
】
図
書
館
職
員

【
Ｂ
6
】
大
学
共
同
利
用
機
関

【
Ｂ
7
】
附
属
学
校

　
そ
し
て
最
終
日
　
時
半
か
ら
閉
会
集
会
が

11

開
催
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
上
村
さ
ん
（
大
阪

　
初
日
　
時
か
ら
は
開
会
集
会
。
冒
頭
、
中

13

富
公
一
・
全
大
教
中
央
執
行
委
員
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
。
来
賓
と
し
て
石
田
朋

靖
・
国
立
大
学
法
人
宇
都
宮
大
学
長
、
高
島

章
悟
・
宇
都
宮
大
学
職
員
組
合
執
行
委
員
長
、

野
中
郁
江
・
日
本
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連

合
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
橋
本
健
二
・
早
稲
田
大
学

人
間
科
学
学
術
院
教
授
に
よ
る
「
新
し
い
階

級
社
会
の
出
現
と
高
等
教
育
の
課
題
」
。
昨

年
に
引
き
続
き
、
現
代
日
本
の
深
刻
な
格
差

問
題
と
高
等
教
育
の
課
題
を
考
え
ま
し
た
。

橋
本
健
二
先
生
は
、　
年
以
上
前
か
ら
日
本

20

社
会
に
お
け
る
不
平
等
の
再
生
産
を
鋭
く
指

摘
し
、
実
証
デ
ー
タ
と
海
外
の
格
差
研
究
の

動
向
も
活
用
し
な
が
ら
、
多
数
の
御
著
書
を

出
版
し
て
こ
ら
れ
た
、
ま
さ
に
格
差
問
題
研

究
の
第
一
人
者
で
す
（
詳
細
記
事
は
3
面
）
。

　
開
会
集
会
の
最
後
は
、
村
井
淳
志
・
全
大

教
中
央
執
行
副
委
員
長
（
教
文
部
長
）
に
よ

　9月9日～11日、宇都宮大学職員組合のご
協力により、同大学峰キャンパスを会場に、
全大教第28回教職員研究集会が開催され、
全国から組合員が集まり、活発な討論と交流
を繰り広げました。

開会集会「記念講演」のようす（宇都宮大学・峰キャンパス 教育学部棟8号館）

罫
 新
た
な
大
学
政
策
は

　
　
社
会
の
格
差
に
ど
う
影
響
す
る
か

猿
「
専
門
職
業
大
学
（
仮
称
）
」
が
設
置
の

方
向
。
そ
の
位
置
づ
け
次
第
で
は
、
社
会
の

格
差
構
造
に
多
大
な
影
響
も
。
慎
重
で
充
分

な
議
論
が
必
要
。

猿
高
校
段
階
か
ら
の
学
力
の
二
極
分
化
が
指

摘
さ
れ
る
中
で
は
、
大
学
入
試
改
革
の
新
テ

ス
ト
が
格
差
拡
大
加
速
の
懸
念
も
。
個
々
の

大
学
の
中
に
多
様
性
を
育
む
入
学
者
選
抜
制

度
を
考
え
て
い
く
必
要
。

茎
「
大
学
改
革
」
政
策
の
影
響

猿
 国
立
大
学
3
類
型
化
の
政
策
。「
地
域
貢

献
」
大
学
は
多
く
が
地
方
に
、「
世
界
水
準
」

と
「
特
定
分
野
」
大
学
の
多
く
は
都
市
圏
に

立
地
。
ま
た
国
立
大
学
で
の
組
織
再
編
が
進

み
、
新
設
学
部
の
多
く
は
「
地
域
貢
献
」
枠

の
大
学
に
。
地
方
の
進
学
希
望
者
の
う
ち
、

都
市
圏
に
出
ら
れ
な
い
家
庭
で
は
「
地
域
貢

献
」
大
学
で
学
ぶ
こ
と
し
か
選
択
肢
が
残
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

 ま
と
め
 

猿
安
倍
政
権
の
も
と
に
あ
っ
て
、
文
科
省
の

政
策
は
、
現
在
の
社
会
・
経
済
状
況
の
下
で

日
本
が
国
際
競
争
力
を
増
大
す
る
た
め
、
大

学
を
、
研
究
者
を
い
か
に
動
員
す
る
か
、
そ

し
て
い
か
に
「
役
に
立
つ
人
材
」
を
送
り
出

さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
特
化
し
た
も

の
。

猿
公
正
な
社
会
実
現
、
新
た
な
構
想
を
打
ち

出
す
こ
と
の
で
き
る
知
の
創
造
や
、
ど
こ
に

生
ま
れ
育
っ
て
も
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
、

豊
か
な
高
等
教
育
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
高

等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
な
ど
を
構

想
す
る
こ
と
が
重
要
。

　
大
学
が
す
で
に
、
階
層
格
差
を
固
定
・
拡

大
し
再
生
産
す
る
装
置
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
機
感
を
も
っ

て
い
る
。

繋
 学
生
へ
の
経
済
的
就
学
支
援

猿
 運
営
費
交
付
金
削
減
の
う
ご
き
。
高
等
教

育
の
無
償
化
を
年
次
計
画
で
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
必
要
。

猿
 授
業
料
免
除
は
無
償
化
へ
の
道
筋
。
拡
充

が
必
要
。

猿
 国
に
よ
る
奨
学
金
は
全
て
貸
与
制
。
進
学

断
念
す
る
者
が
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
希
望

通
り
高
等
教
育
に
進
学
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
給
付
制
が
必
要
。

猿
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
の
創
設
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
良
い
制
度
と
し
て

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
必
要
。

猿
 給
付
型
奨
学
金
の
必
要
性
が
政
治
課
題

に
。
実
現
の
た
め
の
財
政
負
担
は
小
さ
い
額

で
は
な
い
が
実
現
不
可
能
な
も
の
で
は
な

い
。

全大教中央執行委員長 

中富 公一 氏 

主催者あいさつ

宇都宮大職員組合委員長

高島 章悟 氏 

開催校 組合あいさつ


